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CyberFramework

MinervaFramework

1990 2010 20202000

データの戦略的利用

Web化・携帯化

知識の可視化・共有

統合化QMS

業務の効率化

C, C++, ObjectiveC, Java, C#, Ajax, Flash, …（言語の変遷）

言語に非依存

システムに非依存
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（１）業務知識やノウハウを可視化し、システム化するもの
（２）業務ノウハウの共有、標準化、継承、新たな知識の創造を可能にするもの
（３）業務従事者のナビゲーションによって業務の効率、品質、安全を向上するもの
（４）業務遂行時に蓄積されるデータの分析によって、業務改善を可能にするもの

◎Minerva Frameworkとは？

病院の例

A医師

B医師

C医師

サービスの
質、速さ、
安全性が
人によって
異なる

業務知識
ノウハウが
人に依存
しており、
共有が難し
かった。

◎医療業務の
質のバラツキ

◎医療事故
◎訴訟問題
◎経営危機
◎風評被害
等々．．．

原因

医療現場で
直面する
大きな課題

Minerva
Framework
の導入

◎医療業務の
標準化

◎医療の質の
向上

◎安全の保証
◎リソース配分
の最適化
→経営改善

◎後継者の育成

現場での
効果
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◎これまでなぜできなかったのか？

（１）業務知識やノウハウを可視化する描画ツールは存在していた
（２）描画ツールは、単なる絵として存在するだけで、システム化は別になっていた
（３）「絵」を「システム」に変換する高度な技術が無かった
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物理的・技術的・歴史的環境

顧客要求

アーキテクチャ

要求モデル 設計モデル

実装モデル（コード）
自然言語 UML UML

UML
（分析） （設計）

（実装） Java, C++, C#

/* CLAccessorAssociation
Comments …………………………..

*/
public class CLAccessorAssociation {
//**********************************************

byte[] buf = new byte[4 * 1024];
FileInputStream inStream = new 
FileInputStream(f);
int sizeRead = 0;
while ((sizeRead = inStream.read(buf, 0,

buf.length)) != -1)  {
outStream.write(buf, 0, sizeRead);

}
inStream.close();
outStream.close();

//*************************************************
}

UMLツール

UMLツールは、クラスのスケルトンを出力するだ
けで、実装の中身を人間が記述しなければなら
ず、実装上の効率には寄与しない

実装例
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（１）描画ツールで描いた絵（知識・ノウハウ）をXMLで内部記述している
（２） XMLで表現された業務構造を汎用的なDB構造に写像する仕組みを開発
（３）汎用的なDB構造から業務アプリケーションを生成する仕組みを開発

◎なぜMinerva Frameworkではできるのか？

開発環境 提供会社
Visual
Programing

表現形式
Information
Modeling

GUI
Business
Logic

DB-
Design

階層化
知識表現
（診療ガイドライン）

NetBeans SUN Micro. ○ UML ○ △ △ × × ・

Eclipse IBM ○ UML ○ △ △ × × ・

CyberFramework Cyber Lab. ○ XML ○ ○ ○ ○ ○ ・

MinervaFramework Cyber Lab. ○ XML ○ - - - ○ ○

ユニットシートID：ユニーク名

現状把握

気象

回線

警報

交通

予報

降雨量

日誌

既存計画

資源把握

行動選択肢

行動計画

アメダス

ユニットシートの大項目分類

現状把握の下部構造

気象の下部構造

降雨量の下部構造

階層構造を記述

自
由
な
カ
テ
ゴ
リ
記
述

ユニットシートID：ユニーク名

業務

検査

治す

注射

生活する

画像検査

血液検査

患者状態

目標状態

移行ロジック

平衡状態

予約管理

γGOT

ユニットシートの大項目分類

業務の下部構造

検査の下部構造

血液検査の下部構造

階層構造を記述

自
由
な
カ
テ
ゴ
リ
記
述

Builder
での記述
(XML)

災害対応 医療業務

汎用RDB

T1

1 2 3 4 5・ ・ ・
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業務モデル

情報モデル

業務モデル

情報モデル

従来技術 本研究が実現する技術

ユーザ業務

システム

ベンダー技術

業務モデルと情報モデル
が強固に結合した状態

業務モデルと情報モデル
の相互の独立性を実現
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SIベンダー

システム

ユーザ 業務フロー作成
支援ツール業

務

新情報システム構築の例 業務モデルと情報モデルの
独立性を実現した状態

業務を自由に記述

業務モデル自動生成

情報モデル自動生成

プラット
フォーム

提供

XML

自動ロード
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（１）描画ツールで絵を描くだけで業務アプリケーションを生成、変更、改善できる
（２）多くの専門家の知恵を結集しないと実現不可能なシステムも容易に実現できる
（３）業務のボトルネック、事故の原因、最適リソース配分等を可視化し、改善できる
（４）業務スキルの定量的把握とお客様個別プロファイルの抽出が可能

◎どんな効果があるのか？

サービス業務

教育

整備
保守

医療

防災

業務
連携

知識記述
作成支援

①可視化
②共有化
③標準化
④高度化
⑤継承化

業務知識
ノウハウ

業務ナビ
ゲーション

①実施計画
②実施記録
③分析
④研修・訓練
⑤シミュレー

ション

顧客

満足度

の向上

高
品
質
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
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業務知識の記述・管理 業務のナビゲーション
実施・記録

業務知識の
情報 実施計画支援

ツール：Planner
業務知識の記述
ツール：Builder

実施計画データ

業務実施ナビ
システム：Admin.

実施データ

実施データ分析
ツール：Analyzer

業務知識の高度化
業務知識の標準化

制約条件の高精度化
資源配分の最適化

解析データ

業務知識の評価
ツール：Feedback



Cyber Laboratory Inc.
All Rights Reserved, ©

RDB
(ORACLE)

Cyber Framework
汎用AP開発環境

ＮＴＴの設備管理システム
新Optos等で使用実績豊富

業務知識の記述
Builder

業務ナビゲーション
Planner, Admin.
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ロープ式エレベーターの
検査業務フロー（全体）

機械室検査
業務フロー（サブフロー）

検査業務詳細
ナビゲーション
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１．医療分野：(医療プロセスの可視化と質の定量的把握)
PCAPS全般、生体肝移植、小児循環器疾患調査等

２．一般業務支援：(職場改善)
大規模イベント開催支援、顧客管理、人事異動対応
メンタルヘルス（ラインケア）支援

３．整備・保守分野：(整備プロセスの可視化とナビゲーション)
エレベータ保守点検業務のナビゲーション

４．災害、テロ対応分野：(対応プロセスの可視化と訓練)
大規模地震災害、風水害を想定した対応ナビゲーション

５．通信、交通分野：(対応プロセスの可視化と訓練)
航空管制官の知識の可視化・ナビゲーション

６．農業分野：(熟練技術の可視化と後継者育成)
匠の技の可視化と後継者育成
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１．知識と知識の連携性、及び連携管理
ドナーとレシピエントを１つのイベントとして管理

２．境界条件で知識の構造が変化する仕組み
患者の個別情報で業務フローが変化（テーラーメイド医療）

３．同時並行で流れている業務で、関係者全員が共有する
ステータス情報の通知方式（生体肝移植、航空管制）

４．突発的な現象やある閾値を越えた時、メール等でToDoを
通知する仕組み（メンタルヘルス、インシデント管理）

５．多次元知識間のリンク表現とナビゲーション方法
（航空管制、地域連携支援）

６．予期しない突発的な現象で、担当者の頭の中が真っ白に
なってしまった時、ナビゲーションする仕組み（災害対応）
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抽象化による構築コストの低減

次世代の
知価社会
システム

9８%

95%

システム

データソース

ロジック
ＵＩ

ワークフロー

データ
DBモデル

DBアダプタ

８０%知識
構造化

可視化

5０%知恵
コンテキスト
の創造支援

ナビゲーション

Cyber
Framework

(End User
Computing)

Minerva
Framework

(End User
Knowledge
-Modeling)

抽象化
率
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